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埋立 地の 液状化 の 歴史

Liquefaction　History　of 　Reclaimed　Land　in　Japan

若 松 加寿江 （わ か ま っ かず え）

　 早稲田大学理 工 学研究所　特別研究員

1． は じ め に

　 ウ ォ
ータ

ー
フ ロ ン トとい う言葉 が 日本 で盛 んに使

われ だ し て か ら 5 年余 りにな る だ ろ うか 。 埋 立 地は

従来 ， 港湾 ・空港 ・工 場用地な ど限 られ た用途 の み

に 利用 され て きたが ， 最近 で は リゾー ト施設や コ ン

ベ ン シ ョ ン セ ン タ
ー

な ど新 しい 時代の要請に答 えた

施設が続 々 と建設 され つ つ あ り， ウォ
ータ

ー
フ ・ ン

ト とい う新 し い 呼び名 の も と に急速に脚光を浴び る

よ うに な っ た
。

そ の
一

方で ， 1987年千葉県東方沖地

震や 1989年 ロ マ プ リエ タ地震で は ，液状化が埋 立地

に 集中 し て 発生 し，液状化をは じめ とする地震時の

安全性 に対す る様 々 な問題 が投げ かけられ た 。

　 わ が国で 埋 立地 が急増 した の は ， 昭和30年代後半，

い わゆ る高度成長期以降の こ とで あ る 。 と こ ろが ，

そ の後 の 地震で 埋 立地 が大地震に 見舞わ れ た 例は 少

な く， 埋立地に お い て 地震時に どの 様な被害が発生

す る か は明確 とは い えな い 。筆者は 上記 の 2 地震 を

きっ か けに ，既往の 地震に よる埋 立地で の 液状化事

例 を収集 し ， 被害の 様相や 埋立条件等 を調べ て い る 。

本稿で は，わ が 国の 埋 立地 にお ける液状化事例の 歴

史 的変遷を紹介 した い と思 う。

2． 調 査 方 法

　筆者は十数年来 ， 文献調査や聞 き取 りを通 じ て ，

全 国 の 液状化に 関す る 地震の 記録 を収集 し て きた
1）

が，そ の 中か ら ， 埋立 地で 液状化が発生 し た と思わ

れ る ケ
ー

ス を選び出 した 。 液状化が発生 した こ と の

確認 は ， 地中か らの 噴砂 ・噴泥 ・噴水 ， 噴砂丘 の形

成お よび地中に 埋 設 され た構造物 の 浮上な どの 記録

や証言に よ っ た 。

　埋立地 の抽出は ， 文献， 既存 の 地形分類図， 土地

条件図 ， 古い 地形図，航空写真な どに基づ い た 。 こ
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の 揚合， 埋 立地 は海 ・河川 ・湖沼な ど，元々 水面 で

あ っ た地域 を埋 め立 て た大規模な造成地 に限定 して

お り， 小 さな池沼 の 埋立 地 ， 干拓地 （排水に よ っ て

陸地化 し た土地） や水田上の 盛土造成地 は除外 した 。

3． 埋立地 にお ける液状化発生事例

　調査 の 結果 ， 表一 1 に 示 し た 地震に よ っ て ， 埋立

地 で 噴砂 ・ 噴水等 を生 じ た こ とが確認 され た 。 年代

的に み る と ， 古 くは安政 2 年 の 江戸地震や明治27年

の 東京湾北部地震 （東京地震 とも呼ばれ て い る） を

は じめ と して ，
1987年千葉県東 方沖地震 ま で ， 22回

の 地震 に及 ん で い る 。 また ， 被害との 関連を見る と ，

表
一 1に示 すよ うに 大部分 の 地震で ， 液状化に よ る

と思わ れ る構造物被害 を生 じ て い る。

　図
一 1 は

， 表一 1 の 地震 で液状化が発生 した埋立

地 の分布 を示 して い る 。 こ の 図で は，各液状化発生

地点は ，簡略化の ため都市町村 ご とに ま とめ て プ ロ

ッ トして い るが ， 実際は埋立時期の異 な る 200 ブ ロ

ッ ク以上の 埋立地 に の ぼ っ て い る 。 図 を見 る と， 過

去に液状化が発生 した と推定 され る埋立地 は ， 北海

道 か ら沖縄県 ま で 全国に及ん で い る こ とが分か る 。

　以下 に ， 表
一 1の 主な地震 で の液状化発生状況 の

概要 を年代順 に紹介する 。

　3．t　 1855年安政江戸地震

　東京を襲 っ た直下型地震と して 有名な こ の 地震 で

は ， 品川沖 の 御台場 で液状化 が生 じた と推定され る 。

御台場 は嘉永 6年（1853），外国 の 侵略 に備 え て築 か

れ た砲台で ， れ っ きと し た埋 立 地 で あ る 。 文献
2）

に

よれ ば ，

「御殿山並 に 泉岳寺門前 の 山を 崩 し， 其土

を以 て 品川沖に砲台を築 く」 とあ り， 淀橋台地 の 土

で 埋 め立 て られ た と思わ れ る 。 造成 2 年後 の 江戸地

震で 合計 7 基 の 台揚 の うち第二 台場，第六 台揚で 被

害が報告され て い る
3）

。 第六 台場 で は 「地 も少々 は

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 土 と基礎，39− f（396）
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表
一 1　 埋立 地 に お ける液状化発生事例

地震名　（発生 年） Ml 埋立地 に液 状化 が発生 した 地域 被害 を受けた構造物

安 政 　江 尸
一

（1855） 6．9 品川御 台場

東 京 湾 北 部 （1894） 7．0 東京

関 東 （1923） 7．9 東京，川崎，横

北 丹 後 （1927） 7．3 京都府宮津

能 登　半 島 （1933） 6．0 石川県 七 尾

静 岡 （1935） 6．4 清水港

河 内 ・大 和 （1936） 6．4 大阪府堺

男 鹿 （1939） 6．8 秋 田県船川港

東 南 海 （1944） 7．9 大 阪港，名古屋

南 海 （1946） 8．0 和歌 山浩 徳島

石 垣 島 （1947） 7．4 沖縄県西表島

大 聖 　寺 沖 （1952） 6．5 石川県手取川河

日 向 灘 （196ユ） 7．0 宮崎県南郷町

男 鹿 半 島 沖 （1964） 6．9 入 郎潟 ， 秋田港

新 潟 （1964） 7．5 信濃川下流部，
日 向 灘 （1968） 7．5 熊本県 入代，高

十 勝 沖 （1968） 7．9 函館，室蘭港，

根 室 半 島 沖 （1973） 7．4 北海道花映港，

宮 城 　県 沖 （1978） 7．4 石巻市，矢本町

浦 河 沖 （1982） 7．1 浦川港 苫小牧

日 本 海 中 部 （1983） 7，7 秋 田港 船川港

千葉県東方 沖 （1987） 6．7 東京，浦安，千

東京，川崎，横浜，千葉，木更津

和歌 山港 ， 徳島港， 大阪港 ， 大分県臼杵， 広島

信濃川下流部，最上 川 河 口部，雄物川下流部、八 郎潟

函館，室蘭港，青森港，八戸，入 郎潟，青森県下北駅

北海道花映港，霧多布港，釧路港

石巻市，矢本町 ，七 ケ浜 町，亘理 町，多賀城市 ， 名取市

秋 田港，船川港，八 郎潟，能代港，青森港

東京，浦安，千葉，市原，袖 ケ浦，利根川下流 部沿岸

　 ？

建物

建物，道 路，護岸

建物

建物

岸壁，建物

　 ？

　 ？

建物，道 路

建物，護岸

建物

家屋

漁業施 設

堤防，　建 物，　レ ーノレ

建物，道路，護岸，港湾施設，堤防，埋設管

家屋

建物， 港湾施設 ， タ ン ク， レ
ー

ル ， 駅 舎

港湾施 設

港湾施設，建物，護岸，道路，グ ラウン ド

港 湾施設

建物， 堤 防，港湾施設，護岸，レ ール

道路， 護岸，建 物付属施設，家屋

January ，1991
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　　　　 図一1　 埋立地 に おけ る液状化履歴地点 の 分布
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震ひ 割夫よ り水を吹候 」 （む し倉後記） と記載 さ れ

て お り，地割れ か ら噴水 が あ っ た と推定され る 。ち

な み に ， 7基 の 台揚 の うち現存 して い る の は第三 台

場 と第六 台場 だ けで あ る 。

　 3．2　1894年東京湾北 部地震

　 こ の 地 震で は東京 の 下町 を中心 に 液状化が見 られ

た
。 そ の うち埋立地 で の 事例 は 江東区 の 木場町 と州

崎弁天町 2 例だ け で あ る
4）

。 木場 町 は 元 禄 10年

（1697） に入海州渚 を 塵捨場 と し て 埋 めた と 記録 さ

れ て い る 。ただ し， 木場 はそ の 名が示 す とお り貯木場

が多数 あ り， 後年貯木揚 を埋 立 て た所 で 液状化が生

じた とも考え られ る 。 州崎弁天 町 は明治19年（1886），

地震 の 8 年前 に竣工 したば か りの 埋立地で あ る 、

　 な お ， 現在 の 東京江東区 と中央区 の 大 部 分 は 約

350 年前 に は 入 り江で あ っ た こ とが 知 られ て い る 。

こ の 入 り江 に相当す る 地域 で は
，

こ の 地震や 次に述

べ る 関東地震で 噴砂 ・噴水 の 記録が多い
。 し か し ，

大部分 が新田 開発 を目的に 陸地化 され た干拓地で あ

る た め ， 本稿の 冒頭 で お こ とわ りした よ うに埋 立地

の 液状化事例 に は含 め な か っ た 。

　 3．3　1923年関東地震

　 関東地震で は ， 東京中央 区 ・江東 区 ・港区 ・大田

区 ・品川台揚 ， 川崎市 ， 横浜市 ， 千葉市， 木更津市

な ど， 東京湾沿岸の 埋 立地 で液状化が 発生 し て い

る
5）ny12）

。 同一時期に 造成 され た埋立地 を 1 ブ ロ ッ ク

と見なす と， 35ブ ロ ッ ク で 液状化を生 じた こ とにな

る。品川台揚 を除けば大部分 が造成後35年未満 の比

較的若 い 埋 立地で あ る 。

　 中央区月島地区は 明治24年 （1891） に竣工 し た埋

立 地 で あ る が ， 広 い 範囲で 噴砂 ・噴水が あ り， 護岸

に 平行 な地割れが で き， 護岸の は らみ出 しや崩壊を

生 じ た こ とが報告され て い る
5）・7）

。

　江東区で も各所で 液状化が発生 し て い る 。 東京湾

北部地震で 噴砂が あ っ た州崎弁天町 で は， こ の 地震

で も噴砂 を生 じ て い る
B）

。

　品川台場で は ， 第二 ， 第三 ， 第四台場 で噴砂 ・噴

水 が あり， 堤防や建物に顕著な被害が報告 され て い

る
9）

。 安政江戸地震で 液状化が発生 し た 第六 台場で

は ， 噴砂 の 記録はな い が ， 地割れ や沈下が あ り， れ

ん が造倉庫の 基礎 が全部土 中に 沈み込 ん だ こ と な ど

が記載され て い る
9）

こ と か ら， こ の 地震で も液状化

が発生 し た と想像 され る 。

80

　川崎市南渡田町 の 日本鋼管 の 敷地で は ， 工 場内の

数 10箇所 よ り噴砂が あ り，最大 の 噴砂孔は 長径 270

cm に及び ， 建物に甚大な 被害を生 じた と報告され

て い る
10）

。 こ こ は 大正初期に 海辺 の 湿地 に 2m 以上

土砂 を盛 っ て造成され た地域で あ る 。

　横浜で は ，横浜港沿岸 の埋立地 で液状化 に よ る と

考え られ る 地盤 変状や 構造物被害が 多数発生 し て い

る
11）

。 そ の最 た る例 は 高島貨物駅構内 （現高島 1 丁

目） で ，地盤 の 地割れ ・沈下 が著 し く，噴 き出 し た

泥水 の た め一面泥海 と化 した 。 地 盤 の 沈下 は ， そ の

量 を計る基 準とな る もの がな い ほ ど広箍囲で 著 し か

っ た とい う。帷子川鉄橋付近 か らみ る と最大沈下量

は 240cm に及ぶ とみ られ ，線路は 上下左右に 屈 曲

し ， 石炭 を積 ん だ車両な どは枕木 と共 に半ばま で 泥

中に埋 ま っ た と報告 され て い る
の

。 高島町
一帯 の 埋

立に は ， 神奈川台 の 山砂 が用 い られ た との 記録が あ

り， 竣工 は明治45
，
46年頃で あ る

。

　3．4　1944年東南海地 震

　東南海地震で は ，名古屋港 に 面 し た埋立地や干拓

地で 広範囲に かな り激 し い 液状化が発生 した よ うで

あ る 。 そ の様子 は文献
13＞

に詳 し く記載 され て い る 。

こ れ に よ る と ， 図
一 2 に示す 地域で噴砂 ・噴泥 ・湧

水を生 じ ， こ れ ら の地変 に よ っ て 多数 の 家屋が甚大

な被害を受 けた 。 中に は家屋 が 1 〜 1．5m 沈下 し た

例 もあ っ た
。

こ れ ら の 被害を生 じ た地域は ， 明治40

≡ ≡ 噴繍 m腺1噴泥地帯 ＠ 臘 下

日 蹴 下 w 亀 裂 愈 飆 砂

　 図
一 2　 東南海地震 に おける 名古屋市南部地域地変

土 と基礎，39− 1（396）
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年 か ら昭和 3 年に か けて 造成 され た 1 号〜 8 号埋立

地 や 1800年代前 半の 干拓地 で あ る 。

　 3．5　 1946年南海地震

　南海地震で は，和歌山港 ， 徳島港 ， 大阪 港， 広島

市宇品 ， 大分県臼杵な ど， 局所的で は ある が広範囲

で 泥水の 噴出が報告 され て い る
14）ny16＞

。 た だ し， こ

の 地震と前述 の 東南海地震は戦時中に発生 し た た め

被害記録 が十分残 され て お らず ， 上 記 の 地点に つ い

て も被害等 の 詳細は 不明で ある 。

　 3．6　1964年男鹿半島沖地震

　 こ の 地震は 次 に述 べ る新潟地 震 の 40日前に発生 し

た 。 地震 の 前年に完成 したばか りの 八郎潟干拓地の

堤 防は液状化 に よ る 大 きな被害 を受けた
17）

。 八 郎潟

干拓堤防はそ の 後 ，
1964年新潟地震 ， 1964年男鹿 沖

地震 ， 1968年十勝沖地震 ，
1983 年日本海中部地震で

被害を受け て お り， そ の 状況は 文献17）に ま と め ら

れ て い る 。

　 3．71964 年新潟地震

　新潟地震は液状化研究の 端緒とな っ た こ とで あ ま

りに も有名で ある 。新潟市信濃川沿岸地 域で 大規模

な液状化が発生 し ， 建物，橋梁，護岸，埋設管，港

湾施設 な ど ， あ りとあ らゆる構造物 に大きな被害 を

与 えた
18 ）N21）

。 液状化が 顕著で あ っ た 地域 は信濃川

が過去約 300年間に 蛇行 し た ゾーン で あ る こ と が そ

の 後 の 調査 で 明 らか と な っ た
。

そ の うち 現在の 信濃

川 の 沿岸部は 明治末期か ら昭和30年頃にか け て 信濃

川 の 浚渫砂で埋立 て られ た地域で ある。鉄筋 コ ン ク

リ
ー

ト造 4 階建 て の ア パ ートが転倒 した川岸町 は昭

和 6年頃に造成 され て い る 。

　 こ の地震で は ， 新潟市の ほ か山形県酒田市 の 最上

川河口 の 埋立地 で も液状化に よ る被害が発生 し て い

る
22）・2s）

。 入船町 の 市立第 3 中学校 で は ， 地下水 の

噴出に よ っ て 泥 海 と化 し た校庭 を避難途中の 女生徒

が ，
い た ま し くも大 きな地割れ に落 ち て 亡 くな っ た。

　 こ の ほ か，秋 田港本港 ・ 内港地区や秋田市新屋 元

町 の雄物川 の 旧河道埋立地で も局所的に 液状化 に よ

る被害が発生 し た
24）・2S）

。 こ こ で は，後述す る 目本海

中部地震で さ らに大 きな被害が発生 し て い る 。

　 3，8　1968年十勝沖地震

　 こ の 地震で は，北海道函館港・室蘭港 ， 青森港 ・青

森駅な どの 海岸埋 立 地 で液状化が多くみ られ ， 港湾

施設や
一
般家屋に か な りの被害を与 え て い る

26 ）N2S）
。
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こ れ ら の 地 域の 大部分は造成後数年か ら20年未満 の

若 い 埋立地 で あっ たが ，青森駅国鉄第 2 岸壁 は 大正

13年 （1924）に竣工 した比較的古い 埋立地で あ る 。

　こ の ほ か ， 震央か ら 300km 以上離れ た 秋 田県八

郎潟正 面堤防で も ， 液状化によ る被害が報告 され て

い る
「7）

。

　3．9　1973年根室半島沖地震

　北海道東部の 太平洋に 面する花 咲港 ， 霧多布港，

釧路西 港に お い て ，岸壁や物揚揚 で の 噴砂 と施 設 の

被害が発生 して い る
29 ）

。 大部分 が造成後 10年未満の

浚渫に よ る埋立地で ある 。

　3．10　1978年宮城県沖地 震

　 こ の 地震で は ， 宮城県下 の 石巻工 業 港 ， 石巻漁

港 ， 矢本町大曲浜 ， 名取市閖上漁港 ， 亘 理町荒浜な

ど の 海岸埋 立地で 液状化が 発生 し た
a°）“’33）

。 亘 理 町

荒浜 で は ， 液状化によ る激 しい 地盤変状が広範囲に

発生 し たに もか か わ らず，基礎工 事 をし っ か り行 っ

て い る建造物は被害を免れ た こ とが報告され て い る

30）

。

　3．11　 1982年浦河 沖地震

　 こ の 地震 で は浦河に お い て 震度 W とい う局地 的 に

強 い 地震動が観測 され た が，浦河港で は建設 され た

ばか りの 中央突堤 に噴砂 を生 じ た だ け で
34）

， 大規模

な液状化は発生 し て い な い
。

こ れ に 対 し て ， 室蘭で

は震度皿 で あ っ たに もか か わ らず ， 室蘭港 の 西 3 号

埠頭お よ び入江地区 の
一般埋立地 で 小規模な噴砂が

観察 された
35）

。 こ の ほ か
， 苫小牧東港で も地震当時

造成 中の埋立地に広範 囲に噴砂 を生 じて い る
86）

。 な

お ， 室蘭港西 3号埠頭は前述 の 1968年十勝沖地震で

も液状化が生 じ て お り
2D

， 地盤 の 応答特性 も含め て

液状化が発生 し やす い 条件に あ る の か も知れ ない 。

　3．12　1983年日本海中部地震

　秋田港，船川港，能代港，青森港 ， 青森駅 な ど で

港湾 ・ 鉄道施設に液状化に起因す る大 きな被害を生

じた
3？）

。 秋田港で は，図一 3に示 すよ うに ， 1964年

新潟地 震に際し噴砂が報告され て い る
2t）地区で 再度

液状化 が発生 し て い る 。 青森駅で も， 1968年十勝沖

地震の 際に液状化が発生 した 国鉄第 2 ， 第 3 岸壁 で

再び顕著な液状化 に よ る被害が発生 して い る 。
こ れ

に対 し て ，
1939年男鹿地震 で 噴砂が あ っ た船川港 の

昭和初期 の 埋 立 地は ， 日本海中部地震 で は液状化 は

報告され て い な い 。
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自ヨ　N本海中師地震で液状化が発生した地域

層■■新潟地震と日本海中部地震の両：方で液状化が発生した地域．

図一 3　秋 田港 に お け る液状化 履 歴 地 点

　 　　 （文献37）　垂こ力口筆）

　ま た ，住宅地で は秋田市新屋 元町 で 液状化に よ る

家屋等 の 大 きな被害が発生 して い る 。 こ こ は ， 昭和

7 年 （1932）頃，雄物川 の 旧河道 を雄物川放水路 を

開削 した際の 土砂で 埋 め立 て た地域で ， 1964年 の 新

潟地震で も噴砂が見 られ ， 家屋等に 不同沈下 が起 き

て い る
18）・25）

。 なお ， 上 述 の 再液状化地点 に お け る

被害 は ，
い ずれ も前回 の 地震 よ りも日本海中部地震

に ょ る方が 大き い
。

　八郎潟干拓地を取 り巻 く堤 防 （総延長 51．4km ）

も ほ ぼ全周 に わ た っ て 液状化が見 られ，天端 の 沈下

量 は最大約 1．8m に達 した 。西部承水路堤 防 にお け

る被災区間は 1964年男鹿半島沖地震お よび 1964年新

潟地震 に よ る 被災区間と重複 して お り， 正面堤防で

は 1946年男鹿半島沖地震お よび 1968年十勝沖地震に

よ る被 災区間 と重複 して い る
「7）

。

　 3．13　1987年干葉 県東方沖地震

　こ の 地震で は東京湾沿岸 の 埋立地 で 噴砂 ・噴水が

多数見 ら れ た （図
一 4）

38）・39）
。 幸 い

， 液状化 に よ る

構造物 の 大 きな被害は 報告 されて い な い が，千葉市

か ら木更津市にか け て の 地域で は軒並に液状化が発

生 し た 。 た だ し ， 1923年関東地震で 噴砂噴水 が報告

82

図
一4　千葉県東方沖地 震 に よ る東京湾岸埋 立地

　　　 で の 液状化発 生 地点
39＞

され て い る
6）

千葉市出州 ・寒川地区や木更津市 の 埋

立 地で は ， こ の 地震で液状化 は認め られな か っ た 。

4．液状化発 生 と埋 立後の 経過年数 との 関係

　埋立地で の液状 化事例 を集 め て い くうちに ， 異 な

る地震 で 繰 り返 し液状化が発生 し た と思われ る 地点

が見 つ か っ た 。 こ れ ら の地点 を表
一 2 に 示 すが ， 青

森駅 を除い て 埋立後あ ま り年月 が経過 し て い な い う

ちに液状化が発生 し て い る こ とが分 か る 。

　こ れ に対 し て ，
1923年関東地震に お け る千葉市や

木更津市の 液状化発生地点や ， 1939年男鹿地震にお

け る船川港 の 液状化発生地点 の よ うに ， 埋立後50年

　　　 表
一 2　埋立地に お ける 再液状化発生地点

青森駅 第 2 岸壁

青森駅角写3 岸壁

1924　　　　1968　　　　一卜　勝　孛中　圭也　震

1944　　1983　　 目本海 中部地 震

室蘭港西 3号埠頭 1964　 1968　 十 勝 沖 地 震

　　 　 1982　　　浦 渉∫沖 地 震

秋 田港石 油油槽所 1961　　　　1964　　　　新　　萋葛　　地 　　震

　 　 　 1983　 　 ロ本海 中部地 震

八 郎 潟 西 部

承 水 路 堤 防

1963　　1964　　男鹿半 島沖地 震

　　 　 1964　 新 潟 地 震

　　 　 1983　　 日本海 中部地 震

八 郎潟正 面堤 防 1963　　　1964　　　男鹿半 島沖地 震

　　 　 1968　　　十　勝　沖 ま也 震

　　 　 1983　　 口本海中部地震
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図一5　埋立後 の 経過年数 と液状化発生 数

　　　　と の 関係
lo

前後経過 した そ の 後 の 地震で は ， 再び液状化 が起 こ

らな か っ た例 も見受 け られた。

　そ こ で ， 既往の地震で 液状化 が発生 した と確認 さ

れ た地点に つ い て ， そ の地盤の 埋 立竣工年か ら液状

化 を発生 させ た地震ま で の 年数（埋立後 の 経過年数）

を調 べ た 。そ の 結果 を図
一 5 に示す 。 液化状 を生 じ

た埋 立地は全部で約 200 ブ ロ ッ ク あ る が ， そ の うち

85％ が液状化が発生 した時点 で 竣工 後 40年未満 の 埋

立地 で あ り，さら に 55％ が竣工後20年未満 の 埋 立地

で ある こ とが分 か っ た 。 こ こ で は埋立地の 母集団 に

つ い て の 検討 を行 っ て い な い の で 明確な こ とは言え

な い が ， 埋 立後40年未満 の 地盤 は液状化に 対 し て 注

意を払 っ た方 が良 さそ うで ある 。

5． あ と が き

　最初， 軽 い 気持 ち で 埋立地で の 液状化事例 を集め

始 め た が ， 県や市単位で 埋 立造成関係の 資料が編集

刊行 され て い る 地域 は皆無に近 く， 古い 埋 立 地 の 調

査 は難航 を極 めた 。 結局，埋 立地の 抽出や埋 立時期

の 推定は ， 古 い 地形図 の 重ね合 わせ や ， 角川 日本地

名大辞典 の 町村沿革な ど に負 うと こ ろ が多か っ た 。

また ， 当初 の 予定で は ， 埋 立材料や 工 法 に つ い て も

詳 しく調 べ る 予 定で あ っ た が ， こ れ も困難な作業で

あ っ た 。 分 か っ た範囲で は ，液状化 を発生 し た埋 立

地 は ， 数例 を除 い て い ずれ も付近 の 海域や河川 の 浚

渫によ る 埋 立地盤で あ っ た 。

January ，1991

　　また事例 が集 ま っ て み る と，予想外に 古 い 地震が

　多 く， 埋 立地 で の 液状化被害が決 して 今日的災害で

　は な い こ とを痛感 させ られ た 。 本稿 を ， 埋 立地盤に

　お け る 地 震防災の た め の
一

資料 と して 活用 して い た

　だ けれ ば幸 い で あ る 。
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